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日
本
の
医
療
の
大

き
な
課
題
は
、
国
民

の
医
療
へ
の
満
足
度

を
高
め
る
こ
と
だ
ろ

う
。
平
均
寿
命
や
健

康
寿
命
、
保
健
医
療

体
制
と
し
て
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
世
界
一
と

評
価
し
、
そ
れ
を
比
較
的
低
コ
ス
ト

で
維
持
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
い
い
こ

と
で
あ
る
が
、
し
か
し
国
民
の
医
療

へ
の
安
全
、
安
心
感
、
そ
の
質
に
対

す
る
満
足
度
と
な
る
と
ど
う
で
あ
ろ

う
。最

近
の
調
査
結
果
で
は
、
満
足

八
・
一
％
、
ま
あ
満
足
六
一
・
一
％

（
医
療
機
関
の
満
足
度
、
地
域
流
通

経
済
研
究
所
、二
〇
〇
四
年
十
二
月
）

と
い
う
数
字
が
出
て
い
る
が
、
先
進

諸
国
の
同
種
の
調
査
結
果
よ
り
低
い

数
値
と
の
こ
と
で
あ
る
。

保
険
医
協
会
、
医
師
会
な
ど
は
政

府
の
医
療
制
度
改
革
関
連
法
案
に
対

し
て
反
対
運
動
を
展
開
し
て
き
た

が
、
明
る
い
見
通
し
は
立
た
な
い
現

状
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

国
民
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ

つ
つ
、
費
用
の
こ
と
だ
け
で
な
く
満

足
度
も
高
め
る
よ
う
な
方
向
で
の
運

動
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
国

民
の
医
療
費
負
担
は
増
え
て
き
た
わ

け
だ
か
ら
、
当
然
そ
の
費
用
が
適
切

に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
検
証
し
、
注

文
を
つ
け
て
い
く
権
利
が
国
民
に
は

あ
る
の
で
あ
る
。

医
療
計
画
や
医
療
費
改
定
に
も
国

民
・
患
者
代
表
が
決
定
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
医

療
関
係
者
は
情
報
を
公
開
提
供
し

て
、
国
民
・
患
者
は
自
分
た
ち
が
負

担
し
て
い
る
医
療
費
が
ニ
ー
ズ
に
沿

い
、
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
評
価

を
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
満
足
が
い

か
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
に
変
革
し
て

い
く
か
、
医
療
関
係
者
、
保
険
者
と

と
も
に
考
え
て
い
く
よ
う
に
運
動
を

進
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
う
で
き

れ
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
力
に
な
り
、

国
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

医
療
全
般
に
つ
い
て
患
者
代
表
が

利
用
者
の
立
場
か
ら
発
言
し
て
も
ら

い
、
わ
れ
わ
れ
医
療
者
も
医
療
提
供

側
の
問
題
点
を
出
し
て
、
有
識
者
と

と
も
に
、
よ
り
よ
い
方
向
性
を
打
ち

出
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
国

民
の
満
足
感
も
高
ま
り
、
そ
の
中
で

国
民
皆
保
険
の
保
険
医
療
体
制
が
守

ら
れ
る
よ
う
運
動
が
で
き
れ
ば
と
思

う
。

も
っ
と
患
者
の
意
見
を 

も
っ
と
患
者
の
意
見
を 

保
険
医
療

保
険
医
療
は
国
で
な
く
、 

　
医
師
と

　
医
師
と
国
民
国
民
で
つ
く
る
も
の 

保
険
医
療
は
国
で
な
く
、 

　
医
師
と
国
民
で
つ
く
る
も
の 
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読者の皆様、日ごろ『石川保険医新聞』をお読み

いただき誠にありがとうございます。大平政樹前部

長の後任として、機関紙・文化部長になった牛村で

す。

『石川保険医新聞』は、石川県保険医協会が設立さ

れて以来、毎月欠かすことなく発刊されてきた歴史

ある機関紙であり、また今年の全国機関紙新年号コ

ンクールにおいては、優秀賞と写真賞を受け、全国

でもトップクラスの機関紙になりました。これからは、さらに上の賞をめざし、

単独で最優秀賞をとれるような新聞作りに励みます。

ところで、『石川保険医新聞』の特徴は、何と言っても協会の活動報告以外

の記事が非常に多いことです。機関紙には、現在執行部がどのような活動を行

っているのかを会員に知らせるという重要な役目がありますが、それだけでは

単なる広報誌になってしまい、積極的に読んで下さる方は限られてしまいます。

そこで、新聞という名前がつくからには、会員の皆様に楽しく読んでいただけ

るような企画を取り入れていかなければなりません。われわれは、月1回編集

会議を開き、毎日の診療に役立つと同時に広く読者も参加できるような新聞を

作っていきたいと思います。

また、文化企画としては、これまで開催されて評判の高かったドクターズコ

ンサート、石川の歴史をめぐる散策会、酒造めぐりなどをさらにグレードアッ

プして、ひとりでも多くの方が参加していただけるものにしていきたいと考え

ております。

これからも読者の皆様に楽しんでいただき、かつ何かとお役に立てる機関

紙・文化部になるよう努力いたします。今後ともよろしくお願い申し上げます。
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3月16日付で石川県保険医協会の事務局員に採用されました、小野栄子です。

金沢大学大学院で社会保障、社会福祉を学び、今年3月に修士課程を修了しま

した。

現在、協会業務を把握するため、診療報酬改定検討会を始め、反核医師の

会、介護保険オンブズパーソン、石川いのちを守る会等々の協会で行われる

すべての会議に参加させていただいています。

この２週間ほどの間に、石川県内だけでも多くの医療機関が存在すること、

地域住民の生活を守る団体も多数存在すること、当協会が生活と平和を守る様々な活動の拠点になっ

ていることを知りました。また、医療制度改悪による健康権の侵害が公然と始まりつつあることを、

初めて、実感をもって考えられるようになりました。協会行事で、会員の先生方や患者団体の意見を

聞く機会に触れるたび、危機感は増すばかりです。

収入格差に始まり、生活水準の格差が拡大している現在、政府は経済の復調を声高に言い始めてい

ます。しかし、現実の生活では、景気回復を実感として感じている人がどれほど存在するのか、疑問

です。社会保障制度の改悪が、さらに生活の厳しさを増幅させているようにも思います。地域の経済

格差も進んでおり、取り残された人の生活保障は、無視されているような状況です。多くの医療機関

等連携機関、団体と協働して、これ以上の改悪がなされないよう、現在の社会保障水準を維持、充実

させる活動につなげていかなければならないと、強く感じています。

実態や理論、制度についての不勉強を思い知らされる毎日です。今後は、石川協会、保団連、さら

には社会保障の発展、推進の一担い手として、その一力となれるよう、事務局員業務に励んでまいり

たいと思います。よろしくお願いいたします。

全国保険医写真展 
第17回 第17回 

開催日・場所 
2006年 

7月4日（火）～7月7日（金）10時～17時 
東京・JCIIフォトサロン　地下1階 

東京都千代田区一番町25 

7月9日（日）9時～16時 
東京・虎ノ門パストラル1階 

東京都港区虎ノ門4-1-1

主催　全国保険医団体連合会 

応募期間 

2006年 
5月8日（月） 
～6月9日（金） 

第
１６
回
写
真
展
・
保
団
連
会
長
賞
 

「
あ
ど
け
な
さ
」
稲
垣
元
博
氏（
東
京
） 
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3
二
銀
、
同
飛
、
1
二
銀
、
同
香
、
2

二
銀
、
同
飛
、
3
一
金
、
1
一
玉
、
2

二
竜
、
同
玉
、
2
一
飛
、
3
三
玉
、
2

四
飛
成
ま
で
十
三
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
3
一
金
は
、
1
二
玉
、
2
二

竜
、
同
玉
、
2
一
飛
、
1
二
玉
以
下
詰

み
ま
せ
ん
。
3
二
銀
と
捨
て
て
か
ら

1
二
銀
が
好
手
順
で
、
3
一
玉
な
ら

2
二
金
以
下
の
早
詰
め
。
1
二
銀
の

手
で
3
一
金
は
、
同
玉
、
2
二
銀
、
4

一
玉
、
3
二
竜
、
5
一
玉
と
逃
げ
ら

れ
ま
す
。
同
香
に
2
二
銀
で
飛
車
を

戻
し
、
3
一
金
で
追
っ
て
か
ら
飛
車

を
取
り
、
以
下
は
追
い
詰
め
に
な
り

ま
す
。 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

囲 

解 
答 

碁 

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

九 

8 97654321

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
5
が
好
手
で
黒
7
ま
で
コ

ウ
に
な
り
ま
す
。
白
6
で
1
子
ト
リ
は

黒
6
白
7
黒
イ
で
白
死
で
す
。
黒
1
で

6
は
白
ロ
で
活
き
ま
す
。
 

2

4
6

3

7
1

イ 

ロ 

イ 

ロ 

機関紙・文化部長に就任して 
理事　牛村　繁（白山市・眼科） 

自己紹介 
事務局員　小野　栄子 
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六
十
四
歳
で
開
業
し
て 

六
十
四
歳
で
開
業
し
て 

浅
妻
医
院
院
長
　
浅
妻
　
茂
章（
金
沢
市
・
整
形
外
科
） 

老
後
の
臨
床
医 

〜
そ
の
思
量
な
ど
〜
　 

テーマ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 1

第12回 
二
〇
〇
三
年
三
月
末
、
私
は

三
十
四
年
間
勤
め
た
金
沢
市
立

病
院
を
辞
し
て
同
市
内
石
引
通

り
の
金
沢
大
学
附
属
病
院
前
で

ビ
ル
診
療
の
零
細
医
院
を
開
設

し
た
。

前
職
離
任
時
、
先
輩
医
師
か

ら
「
君
の
年
齢
で
開
業
は
大
変

だ
ね
。
老
健
施
設
な
ど
へ
の
再
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就
職
も
選
択
肢
で
は
な
い
か
」

と
忠
告
さ
れ
た
。

す
で
に
六
十
四
歳
だ
っ
た
の

で
、
も
っ
と
も
な
ア
ド
バ
イ
ス

だ
が
、
か
ね
て
よ
り
私
は
介
護

保
険
な
ど
現
今
の
老
人
福
祉
政

策
に
懐
疑
的
だ
っ
た
の
で
、
自

ら
そ
れ
を
担
う
こ
と
は
望
ま
な

い
旨
お
答
え
し
た
。

す
な
わ
ち
、
核
家
族
化
や
少

子
高
齢
時
代
な
ど
、
社
会
と
人

口
構
成
の
ゆ
が
み
が
増
す
中

で
、
老
人
を
ひ
と
く
く
り
に
し

て
一
様
に
処
遇
す
れ
ば
、
確
か

に
家
族
の
負
担
軽
減
や
関
連
事

業
の
創
設
に
は
役
立
つ
が
、
肝

心
の
当
事
者
た
る
老
人
に
と
っ

て
は
ど
う
な
の
か
の
配
慮
に
欠

け
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。四

十
歳
を
過
ぎ
て
、
施
設
で

暮
ら
す
方
か
ら
「
長
年
家
業
に

励
み
、自
分
の
家
も
あ
る
の
に
、

こ
の
年
に
な
っ
て
暇
を
出
さ
れ

た
」
と
の
嘆
き
も
聞
い
た
。

こ
れ
は
本
音
で
あ
り
、
施
設

は
決
し
て
居
心
地
の
良
い
と
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
身
内
に
も
で
き
ぬ
介
護
を
任

す
無
理
」
と
表
さ
れ
る
所
以
で

あ
る
。

金
を
か
け
て
老
人
に
生
き
る

栖
（
す
み
か
）
が
あ
れ
ば
事
た

れ
り
と
す
る
薄
情
な
発
想
で
あ

る
。
養
老
の
美
徳
ど
こ
ろ
か
、

押
し
つ
け
や
い
じ
め
で
も
あ
れ

ば
身
の
置
き
所
も
な
い
の
で
あ

る
。今

年
か
ら
介
護
予
防
が
導
入

さ
れ
る
。
保
険
収
支
の
改
善
策

と
思
わ
れ
る
が
、
元
来
、
加
齢

に
伴
う
、
心
身
の
劣
化
は
、
不

可
避
な
要
素
が
多
く
、
机
上
の

予
防
策
が
す
ぐ
に
成
果
に
繁
る

ほ
ど
優
し
い
も
の
で
は
あ
り
得

な
い
。

私
も
介
護
保
険
対
象
年
齢
な

の
で
、「
老
い
る
と
は
老
い
て

み
な
け
り
ゃ
分
か
ら
な
い
」
の

を
体
験
中
だ
し
、「
老
い
て
み

て
初
め
て
分
か
る
こ
と
も
あ

る
」
の
で
あ
る
。

私
の
身
の
処
遇
は
全
面
的
に

次
世
代
に
委
ね
る
こ
と
に
し
て

い
る
が
、
施
設
送
り
だ
け
は
拒

否
す
る
と
妻
や
せ
が
れ
に
伝
え

て
あ
る
。

ど
う
せ
金
を
か
け
る
な
ら
、
家
族
に
よ
る
心
の
通
っ
た
介
護

が
、
業
者
任
せ
よ
り
も
優
遇
さ

れ
る
よ
う
な
運
用
が
模
索
さ
れ

る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

閑
話
休
題
。
本
年
四
月
医
療

保
険
が
大
改
定
さ
れ
た
。
空
前

の
改
悪
と
も
聞
く
が
、
診
療
報

酬
点
数
に
疎
い
私
に
は
、
そ
の

善
し
あ
し
を
論
ず
る
資
格
は
な

い
。た

だ
一
つ
、
移
植
医
療
の
健

康
保
険
適
用
に
は
大
き
な
違
和

を
感
ず
る
。

関
係
法
令
の
詳
細
は
知
ら
な

い
が
、
常
識
的
に
は
国
民
に
対

し
て
平
等
公
平
な
医
療
が
提
供

さ
れ
る
の
が
健
康
保
険
の
趣
旨

と
思
わ
れ
る
。
社
会
主
義
的
施

策
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

従
っ
て
、
国
民
の
誰
で
も
が

か
か
り
う
る
疾
病
に
適
用
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
移
植

医
療
は
次
元
が
違
う
。

適
用
患
者
や
対
象
疾
患
と
そ

の
受
益
機
会
な
ど
、
い
ず
れ
も

き
わ
め
て
限
ら
れ
た
ケ
ー
ス
な

の
で
あ
る
。

何
よ
り
も
移
植
医
療
を
望
ま

な
い
人
も
い
て
国
民
か
ら
治
療

手
段
と
し
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

わ
が
国
で
の
腎
移
植
に
み
ら

れ
る
ご
と
く
、
提
供
数
が
絶
対

的
に
不
足
し
て
い
る
し
、
臓
器

の
品
質
も
均
一
で
は
あ
り
得
な

い
。
何
を
根
拠
に
そ
の
価
格

（
診
療
報
酬
点
数
）
が
決
ま
る

の
か
不
可
解
き
わ
ま
り
な
い
。

現
状
況
の
ま
ま
本
治
療
が
普

及
す
れ
ば
、
臓
器
の
取
り
引
き

や
強
奪
の
懸
念
さ
え
生
じ
う

る
。平

等
公
平
を
期
す
べ
き
施
策

に
拙
速
は
禁
物
で
あ
る
。

国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の

た
め
の
健
康
保
険
制
度
が
、
限

ら
れ
た
患
者
だ
け
に
裨
益
し
て

は
な
ら
な
い
し
、
い
わ
ん
や
特

定
の
医
療
機
関
の
名
利
や
関
係

業
者
の
営
利
の
手
段
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

何
例
以
上
を
扱
え
ば
採
算
に

合
う
か
な
ど
を
思
惟
す
る
事
態

に
至
ら
な
い
こ
と
を
願
う
も
の

で
あ
る
。

私
は
、
と
り
あ
え
ず
「
臓
器

買
う
金
が
な
い
か
ら
墓
を
買

う
」
こ
と
に
し
て
、
従
容
と
し

て
次
世
代
に
生
命
の
バ
ト
ン
を

継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
度
第
一
回
理

事
会
は
、
提
出
案
件
が
少
な

く
ゆ
っ
く
り
し
た
進
行
と
な

っ
た
。

開
始
冒
頭
、
会
員
数
は
、

概
算
で
千
人
を
超
え
た
と
い

う
事
務
局
発
表
で
始
ま
っ

た
。
さ
ら
に
、
事
務
局
人
事

と
し
て
、
三
月
十
六
日
か
ら

新
事
務
局
員
と
し
て
小
野
栄

子
さ
ん
が
加
わ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
上
々
の
滑
り
出
し

で
始
ま
っ
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

自
主
共
済
制
度
の
見
通
し
が

報
告
さ
れ
た
。
新
保
険
業
法

か
ら
適
用
除
外
さ
れ
な
い
場

合
、
現
実
的
な
方
向
と
し
て

は
、
保
険
会
社
へ
の
委
託
あ

る
い
は
移
転
が
選
択
さ
れ
そ

う
だ
が
、
相
手
方
の
保
険
会

社
と
し
て
有
力
候
補
で
あ
る

三
井
生
命
の
経
営
状
態
が
し

っ
か
り
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
少
し
は
明
る
さ
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
最
も

大
切
な
会
員
へ
の
情
報
提
供

と
し
て
は
、『
石
川
保
険
医

新
聞
』
三
月
号
に
現
在
の
状

況
を
詳
し
く
載
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

歯
科
部
の
動
向
と
し
て

は
、
診
療
報
酬
改
定
へ
の
取

り
組
み
が
会
員
か
ら
大
き
く

評
価
さ
れ
出
し
た
現
れ
と
し

て
、
協
会
主
催
の
新
点
数
検

討
会
へ
の
出
席
応
募
が
過
去

最
多
を
記
録
し
て
い
る
と
報

告
が
あ
っ
た
。
一
人
気
を
吐

く
小
島
理
事
の
活
躍
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
た
。

学
術
・
保
険
部
か
ら
も
、

差
し
迫
っ
た
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
新
点
数
検
討
会
の

準
備
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
こ
で
も
、
今
回
の
説
明
会

に
は
、
過
去
最
高
の
出
席
数

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。

国
保
審
査
委
員
名
簿
の
開

示
に
関
し
て
は
、
石
川
県
情

報
公
開
審
査
会
の
答
申
を
無

視
し
続
け
る
石
川
県
医
療
対

策
課
の
現
状
を
地
元
マ
ス
コ

ミ
を
通
じ
て
公
表
し
よ
う
と

い
う
方
向
で
話
が
ま
と
ま
っ

た
。
今
後
の
動
向
が
楽
し
み

だ
。医

療
福
祉
部
か
ら
は
、
服

部
理
事
の
ア
ス
ベ
ス
ト
新
法

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
拝
聴
し

た
。
新
法
に
は
石
綿
肺
ガ
ン

締
め
出
し
が
根
底
に
流
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

協
議
事
項
で
は
、厚
労
省
、

保
団
連
、
日
医
か
ら
の
情
報

を
も
と
に
、
診
療
報
酬
改
定

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

と
く
に
、
領
収
書
の
発
行
と

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
話

題
が
集
中
し
た
が
、
今
回
改

定
の
本
当
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
初
診
料
、
再
診
料
の
引
き

下
げ
②
継
続
管
理
加
算
の
廃

止
③
長
期
投
薬
加
算
の
引
き

上
げ
に
あ
る
と
言
え
そ
う

だ
。最

後
に
、
渉
外
事
項
と
し

て
「
九
条
の
会
・
医
療
者
の

会
」の
立
ち
上
げ
を
待
っ
て
、

石
川
県
保
険
医
協
会
の
協
力

団
体
に
加
え
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
。

【
西
田
　
記
】

新点数検討会に 
過去最高の申し込み 
新点数検討会に 
過去最高の申し込み 

（3月7日・13人出席） 

第1回 理事会点描 

講師の浅妻茂章先生

　「会員デビュー講演・シンポジウム」も第13回目を迎えます。この企画は、比較的最
近に開業された新しい会員３人に「どういう夢を感じて開業医になったのか」「これま
での足跡とこれから何をしたいのか」を約20分ずつご講演いただき、最後にシンポジウ
ム形式で参加者と意見交換しよう、というものです。 
　夢を失いかけ勇気を取り戻したい貴方、いやいや若僧よ開業医の真髄はかくあるべき
だと伝えたい貴方、そんな会員の皆さまが老若男女を問わず語り合い、親睦を図る場に
したいと思います。 

2006年6月15日（木） 午後7時半～9時 
金沢都ホテル　5階「蓬莱の間」 
（ＪＲ金沢駅東口正面　電話076－261－2111） 

無料（6月9日までに保険医協会まで電話・ＦＡＸ・E-mailなどで必ずお申し込みください） 
※定員に達し次第、締め切らせて頂きます。 

と　き 

ところ 

参加費 

　　　　　　　　  会員デビュー講演・シンポジウム 
～開業医としての夢を語る～～開業医としての夢を語る～ 

　　　　  会員デビュー講演・シンポジウム 
～開業医としての夢を語る～ 

◇◆講演◆◇ 

q ながい内科クリニック院長 永井幸広先生　（金沢市・内科） 
w 井上クリニック院長 井上正雄先生　（金沢市・心療内科） 
e ナガサト太陽クリニック院長 永里　敦先生　（金沢市・外科） 

テーマは決まり次第、案内チラシでお知らせします。 

主催　石川県保険医協会 
電話076（222）5373／ ＦＡＸ076（231）5156

第13回 第13回 
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2006年4月15日（毎月15日発行）（4）第408号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

■　概　　　要　■
1．救済という名前からも分かるように、加害者責任による被害の補償ではな

く、お情けで被害の一部を救済するという法律である。石綿の危険性を作業

者や国民に知らせず、規制や対策を怠った事業者や国などの責任には一言も

触れていない。

2．労災に該当しない生存者には申請日以降の医療費自己負担金免除（公費医

療となる）と月10万3,870円の療養手当て、死亡時には葬祭料19万９千円と救

済給付調整金（個別に算定）が支給され、施行日前に亡くなった方の遺族に

は特別遺族弔慰金280万円と特別葬祭料19万９千円の合わせて約300万円が支

給される。

3．労災に該当するが死亡後5年以上経って時効となり申請できなかった遺族

には年240万円（対象遺族１人の場合）の特別遺族年金、もしくは、特別遺族

一時金1200万円が支給される。

4．上記の支払いや事務費などは労災保険、アスベスト取扱企業の分担金、国

（税金）、自治体の拠出による石綿健康被害救済基金が負担する。

5．2006年３月27日時点で生存している被害者の方は、生前に認定申請をしな

いと救済されない（法施行日に罹患しており施行後2年以内に死亡した場合は

死亡後の申請により救済給付調整金を受け取れる可能性がある）。施行日の５

年前（2001年３月26日）以前に死亡した場合は法施行後３年間（2009年３月

26日まで）申請が可能であるが、2001年３月27日以降に死亡した場合は、死

亡日から５年間で時効（早い方では2006年３月27日に時効）になり救済法で

も救済されない。

6．被害と認める疾病（指定疾病）は、中皮腫と肺・気管支の悪性腫瘍（肺が

ん）とそれに合併した感染症や副作用・後遺症に限定され、従来から労災の

対象となっている石綿肺、良性石綿胸水やびまん性胸膜肥厚は対象となって

いない。

7．中皮腫の認定基準が従来の労災認定基準より厳しく、３月27日に存命の方

については病理組織診断が必要とされ、病理組織診断がない場合は専門家の

検討会で認定するとされた。

8．肺がんの認定基準はさらに厳しく、肺癌の診断に加えて、PR１／０型以上

の石綿肺（CTでも線維化と胸膜プラークの両方が認められる）か、乾燥肺1

ｇあたり５千本以上の石綿小体もしくは長さ５μm以上の石綿繊維が200万本

以上（２μm以上では500万本以上）か、気管支肺胞洗浄液１mlあたり５本以

上の石綿小体が認められるものとされた。労災認定基準にある胸膜肥厚班を

有する石綿曝露作業者（10年以上は認定、10年未満は本省で採決）という基

準は、労災に加入していない自営業者などには適用されない。

■　問　題　点　■
1．今回の新法制定はクボタの労働者、および、周辺住民に中皮腫が多発して

いることが判明したことが発端である。労働者は業務上疾病として認定され、

労災保険から補償されるが、死亡後５年間という時効があるため知らされな

かった多くの被害者が申請できず補償を受けられない問題と、周辺住民に対

する補償制度がないことが問題とされた。

クボタ周辺住民に対する石綿曝露は傍職業曝露（工場の近くで吸ったり、

作業者の衣服などから吸った）であり、責任が加害企業にあることは明らか

である。

具体的なアスベスト曝露が分からない場合や加害企業が特定されない場合

でも、危険性を知りながらアスベストを輸入しアスベスト製品を製造した石

綿業界と、危険性を知りながら規制をしなかった政府の不作為の責任は問わ

れるべきである。

事件発覚直後は厚生労働省の副大臣が行政責任を認める発言をしていたが、

その後、政府は行政責任はないという発言を繰り返している。

2．救済法により遺族に支払われる額は約300万円で、労災で遺族に支払われ

る額より1桁少ない。300万円では中皮腫の治療費にも満たず、本人や遺族の

方の労働や生活を含む被害の救済にはまったくならない。米国では多くのア

スベスト製品製造メーカーなどが、被害者から加害責任を問われて多額の賠

償金を支払い倒産している。救済額や救済対象をみるとこの法律が被害者や

遺族の救済というより、加害企業の救済を目的としたものであることを示し

ている。基金の構成を見ると従来型の政治の特徴である護送船団方式で、ど

こもあまり懐が傷まない範囲での根回しがされている。

3．認定要件として中皮腫の組織診断や、肺癌の場合は肺組織中の石綿小体・

繊維の定量が必要となった。高齢や呼吸機能障害のために組織検査ができな

い事例や実施できる施設が限られているため、申請をあきらめる事例も予想

される。

4．また、傍職業曝露や環境曝露では、職業曝露に比べて曝露量が少なく、曝

露期間も短いのが通例である。これらの住民に対する曝露レベルで石綿肺が

生じることはまれであり、当然肺内の石綿繊維の数も少ない。乾燥肺１ｇあ

たり５千本以上の石綿小体という基準は、職業性曝露を強く疑う基準に相当

する。非職業性曝露の救済に、職業性曝露の基準を用いるというごまかしが

行われている。実際に石綿が原因とされる中皮腫の事例でも、乾燥肺１ｇあ

たり千本以下の石綿小体しか検出されない場合も多い。救済法の認定要件で

はほとんどの石綿関連肺癌は、救済されず切り捨てられることになる。

5．加えて、白石綿（クリソタイル）は石綿小体を作りにくいとされ、石綿小

体の定量では曝露の評価はできない。日本が輸入したアスベストの大部分が

白石綿であり、青石綿と茶石綿は1995年に禁止されているため、今後発生し

てくる被害の原因は白石綿によるものが主体となる。この救済法は、今後白

石綿による被害は救済しないという政府の宣言のようにも見える。

■　医師・医療機関の対応　■
1．石綿の危険性やその被害の広がりを国民に知らせなかった責任の一端は、

われわれ医師にもある。1970年代以降、石綿に発がん性があることや中皮腫

との特異的関係は国家試験問題としても有名であった。にもかかわらず、私

自身を含めて多くの医師が、中皮腫や肺癌など石綿関連疾患を正しく診断し、

その原因について詳しい職歴などを問診し、患者や遺族に説明して労災請求

の手続きなどを知らせるという基本的な医療ができていなかった。救済法の

救済にも厳しい期限がある。急いで正しく診断し説明できる力をつけよう。

県内では、石川県保険医協会や石川県医師会が研修会などを開催している

し、北陸アスベスト関連疾患検討会（事務局；城北病院・服部真）も事例検

討会などを開催し、事例の相談を受け付けている。『石川保険医新聞』2006年

新年号の「アスベスト特集」や以下のインターネットのサイトが参考になる。

（独）環境再生保全機構　http://www.erca.go.jp/asbestos/

福井県医療生活協同組合　http://www.fukui-min-iren.com/iryouseikyou/

内のアスベスト・じん肺支援福井センターのページ

（独）富山労災病院アスベスト疾患センター

http://www.toyamah.rofuku.go.jp/asubesuto.htm

九州社会医学研究所のページ

http://www2.bbweb-arena.com/syaiken/myweb13_004.htm

2．患者さんや遺族の相談にのり、公務災害補償法・労働災害補償法やこの救

済法が適用される可能性のある方には、申請の援助をしよう。対応が困難な

場合は石川県保険医協会や富山労災病院、各地の労働基準監督署などに紹介を。

3．胸膜プラークがある場合や石綿曝露が明確である場合には、発症前から定

期的な健康管理・検査と早期発見・早期治療が必要であり、疑って検査し説

明することが大切である。救済法などで救済されない場合でも、肺癌などの

石綿関連疾患では民事訴訟で責任を追及し補償を求めることも可能である。

石綿救済法「石綿による健康被害の救済に関する法律」（以下救済法と略す）が2月3日に成立し、3月27日施行された。労働以外でアスベスト（石綿）

を吸った方、自営業など労災保険の対象とならない方、死亡後5年以上たって補償請求の時効となってしまった方など、労災補償の枠内では補償されないア

スベスト被害者の方々を救済するというのがこの法律の目的であった。しかし、実際の中味を見るといくつかの点で重大な問題を有しており、多くの被害者

がこの法律では救われず、加害企業の救済法であることが明らかとなった。概要を紹介しながら、以下に具体的に問題点を指摘し対応を提案する。

特集 特集 「石綿救済法」の問題点 
 
「石綿救済法」の問題点 
 被害者より石綿企業の救済が目的 被害者より石綿企業の救済が目的 

理事　服部　真（金沢市・産業医療科） 



（5）2006年4月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第408号石 川 保 険 医 新 聞

大
平
　
三
四
郎（
金
沢
市
・
歯
科
） 

訪
問
歯
科
診
療
の
お
話 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

7

介
護
さ
れ
る
身
に
な
っ
て 

―電話相談からの報告― 

ピュア・エデュケーション、教え学ぶ性感染症  ～医学生による出前授業の実際～ 
すべての子どもに「安心」「自信」「自由」を！  ～子どもへの性暴力事件をきっかけに生まれた  暴力防止プログラム～ 

テーマ 

性の相談、暮らしの中の性教育  ～安達さんとフリートーク～ 

“人間と性”教育研究協議会  　第14回   石川セミナーのご案内 

あなたらしく  わたしらしく 
～それぞれの自立と共生をめざして～ 

講　演 子どもたちの性を考える 
【講師】 安達 倭雅子さん（チャイルドライン支援センター常務理事、電話相談員） 

主　催 “人間と性”教育研究協議会石川支部 

一般 …………………………… 2,000円 
性教協会員 …………………… 1,000円 
学生など ………………………… 700円 
講演または分科会のみ ……… 1,500円 

後　援 

日　時 2006年5月21日（日）　10：00～15：30 （受付 9：30） 
場　所 

日
程 

分
科
会 

振り込みの控えが入場券になりますので、 
当日必ずご持参下さい。 
ATMによる振込も可、「ご利用明細票」が 
振込金受領証になっています。 

保育を希望される方は、申込みとは別に5/7（日）までに内藤までご連絡ください。→TEL  076-244-7828

石川県立生涯学習センター 1号館（旧石川県庁新館） 

受　付 
分　科　会 
3階  各室 

昼食（各自） 
受付１２：３０～ 

講　演 
3階  大会議室 

９：３０ １０：００ １２：００ １３：００ １５：３０ 

第1

分科会 

第2

第3

※午後は手話通訳があります。 

テーマ 

【参加申し込み・お問い合わせ先】（5月16日締切） 

 性教協石川 
事務局　末  友 
TEL 263‐0607（夜間・休日、自宅） 
  〃　  267‐0564（平日日中、大徳小） 
FAX 231‐1619（24時間自動） 
性教協Eメール ： 担当／秋元 

tuky@spacelan.ne.jp

参加費 

入場券 

石川県、金沢市、金沢市教育委員会、（財）いしかわ女性基金、石川県高等学校教職員組合、石川県教職員組合、石川県教組金沢支部、
石川県社会福祉協議会、いしかわ子育て支援財団、金沢CAP、石川県保険医協会、石川県子ども劇場、石川県学童保育連絡協議会 

金沢市広坂2丁目1番1号 
Tel.（０７６）223-9571

こ
こ
五
〜
六
年
前
か
ら
、
老

健
施
設
や
集
合
住
宅
お
よ
び
個

人
の
お
宅
へ
の
訪
問
診
療
を
行

っ
て
い
る
。

現
在
は
、
老
健
施
設
が
二
カ

所
と
集
合
住
宅
二
カ
所
お
よ
び

個
人
の
お
宅
へ
依
頼
が
あ
れ
ば

非
定
期
に
伺
っ
て
い
る
。

私
の
場
合
は
歯
科
診
療
な
の

で
、
患
者
さ
ん
の
訴
え
は
、
主

に
義
歯
の
不
具
合
や
新
製
そ
し

て
虫
歯
の
治
療
や
差
し
歯
の
ヤ

リ
変
え
、
抜
歯
等
で
あ
る
。
実

際
の
診
療
は
、
主
に
施
設
で
行

う
が
、
い
つ
も
自
分
一
人
で
診

療
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

最
初
の
こ
ろ
は
助
手
を
連
れ

て
行
っ
た
が
、
個
人
の
家
へ
行

く
と
き
は
、ほ
と
ん
ど
夜
間
で
、

そ
ん
な
時
間
ま
で
拘
束
す
る
の

も
申
し
訳
な
い
の
で
、
簡
単
な

処
置
で
は
、
一
人
で
行
っ
て
い

る
。
一
番
困
る
の
は
、
診
療
所

で
診
察
し
た
患
者
さ
ん
を
施
設

で
診
察
し
た
り
し
て
重
複
す
る

と
き
で
あ
る
。
訪
問
診
療
の
パ

タ
ー
ン
か
ら
、
一
般
の
老
人
保

健
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
施
設
で
処
置
が
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銀
行
丸
儲

銀
行
丸
儲
け
の
 

「
量
的
金
融
緩
和
解
除

量
的
金
融
緩
和
解
除
」
 

銀
行
丸
儲
け
の
 

「
量
的
金
融
緩
和
解
除
」

預
金
金
利
を
引
き
上
げ
ず
に
 

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
引
き
上
げ
 

Q＆A
Q＆AQ

　
三
月
九
日
に
日
本

銀
行
が
「
量
的
金
融
緩
和
」

を
解
除
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
銀
行
貯
金
の

金
利
が
上
が
る
ん
で
し
ょ

う
か
？
 

A
　
預
金
金
利
の
上
昇

は
予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
に
お
金
を
ジ
ャ

ブ
ジ
ャ
ブ
流
し
続
け
る
政

策
を
や
め
た
だ
け
で
、
ゼ
ロ

金
利
政
策
は
継
続
さ
れ
ま

す
。 Q

　
そ
う
す
る
と
、
一

般
国
民
に
は
無
関
係
と
い

う
こ
と
で
す
か
？
 

A
　
と
こ
ろ
が
無
関
係

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
銀
行

が
貸
し
付
け
る
際
の
利
率

だ
け
は
し
っ
か
り
上
が
り

ま
す
。
す
で
に
住
宅
ロ
ー

ン
金
利
は
各
行
と
も
引
き

上
げ
の
改
定
を
行
っ
て
い
て
、

四
月
以
降
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ

す
る
見
通
し
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

Q
　
こ
れ

か
ら
マ
イ
ホ
ー

ム
を
買
う
人

は
大
変
で
す
ね
。 

A
　
す
で

に
ロ
ー
ン
を
組

ん
で
家
を
買
っ

て
い
る
人
も
大

変
で
す
。
銀

行
の
住
宅
ロ
ー

ン
の
多
く
は
変
動
金
利
型

で
す
か
ら
、
即
影
響
を
受

け
ま
す
。
固
定
金
利
特
約

付
の
場
合
も
、
固
定
期
間

が
終
わ
っ
た
後
、
一
気
に
支

払
額
が
跳
ね
上
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。 

Q
　
預
か
っ
て
る
お
金

に
は
利
息
を
ま
と
も
に
付

け
な
い
で
、
貸
付
金
利
は

容
赦
な
く
引
き
上
げ
る
と

い
う
わ
け
で
す
か
？
ひ
ど
い

で
す
ね
。 

A
　
低
金
利
政
策
の
結

果
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇

〇
四
年
ま
で
に
、
国
民
が

失
っ
た
利
子
収
入
は
三
百

四
兆
円
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
（
日
銀
推
計
）。
大
手

銀
行
六
グ
ル
ー
プ
の
二
〇
〇

五
年
九
月
の
中
間
決
算
は

一
兆
七
千
億
円
余
り
の
黒

字
と
バ
ブ
ル
期
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
国
民
へ
の
利
益

還
元
を
真
剣
に
考
え
る
べ

き
で
す
。 
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『保険審査通信』 
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に
送付していますが、紛失した場合や追加が必
要な場合は、保険医協会までご請求下さい。

F A X  ０７６（２３１）５１５６
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない
返戻や査定があった場合に会員医療機
関からお知らせいただき、保険医協会
が『石川保険医新聞』を通してコメント
を掲載しています。 
会員医療機関におかれましては、不
当あるいは納得できない返戻・査定の
情報を保険医協会にＦＡＸにてお送りく
ださい。 

 4月3日～5月25日 

 2006年9月1日 

 1．256％ 
 （2005年9月1日現在） 

受付期間 

加 入 日 

予定利率 

保険医年金 

TEL：076－222－5373 
FAX：076－231－5156

保険医年金の新規加入・増口をお考えの先生は、協
会事務局までお問い合わせください。パンフレット
等を送付させていただきます。 

追加受付中 
tttttttttttttttttttttttt

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t

tttttttttttttttttttttttt

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
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t

難
し
い
ケ
ー
ス
、
た
と
え
ば
、

前
歯
の
多
数
歯
を
形
成
し
よ
う

と
し
た
ら
、
と
て
つ
も
な
い
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
そ
ん
な
時
は
、
診
療
室

で
は
診
察
台
で
、
水
平
診
療
位

で
ス
ト
レ
ス
な
く
診
療
が
で

き
、
時
間
も
お
そ
ら
く
三
分
の

一
程
度
で
す
み
、
術
者
、
患
者

さ
ん
双
方
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

ら
な
い
と
思
う
。
移
動
診
察
車

な
ん
か
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
の

診
察
台
で
歯
科
治
療
が
で
き
れ

ば
、
ず
い
ぶ
ん
能
率
が
あ
が
り

ス
ト
レ
ス
も
た
ま
ら
な
い
と
思

う
。そ

の
ほ
か
気
を
つ
け
て
い
る

の
は
、
手
洗
い
の
励
行
と
マ
ス

ク
、
ゴ
ー
グ
ル
の
着
用
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
院
内
感
染
の
防
止
と

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
防
止
も
兼
ね
て
い

る
。
患
者
さ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど

が
要
介
護
３
の
人
た
ち
で
あ
る
。

こ
っ
ち
も
、
施
設
内
に
雑
菌
を

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
、
け
っ

こ
う
神
経
を
使
っ
て
い
る
。
ま

あ
、
た
ま
に
は
診
察
室
か
ら
外

へ
出
て
、
い
い
気
分
転
換
に
も

な
り
、
け
っ
こ
う
喜
ん
で
行
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

少
し
で
も
寝
た
き
り
の
患
者

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た
り
す

る
と
、
疲
れ
て
い
る
の
も
忘
れ

て
「
き
て
よ
か
っ
た
な
あ
」
と
、

一
人
で
自
己
満
足
し
て
い
る

（
笑
）。
よ
く
考
え
る
の
は
、
自

分
が
介
護
さ
れ
る
身
に
な
っ
て

何
を
し
て
欲
し
い
か
で
あ
る
。

や
は
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
は

在
宅
や
施
設
で
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
入
居
者
の
患
者
さ
ん
に

も
大
き
い
意
味
が
あ
る
と
思

う
。こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
、

依
頼
が
あ
る
限
り
続
け
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。
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「はじめまして、“理学療法士”の曽山です」。

理学療法士として仕事を始めて、はや？十年。私が初めての患者さんと

お会いした時や、講習会などでお話をさせていただく際の自己紹介の台詞

です。“理学療法士”の部分に気持ちをこめて。

私は、“理学療法士”という職業の知名度が、まだまだ低いと思ってい

ます。私以外にも多くの理学療法士が「理解しにくいだろうから、分かり

やすく・・・」と感じ、「リハビリを担当する○○です」と自己紹介して

いるようです。また、同じ医療関係の専門職種の方々からも「作業療法士

とどう違うのですか？」と聞き返されたり、「作業療法士の方です」と紹

介されてしまうこともしばしばあるのが現実です。

これに対し、ささやかながら努力（抵抗？？）をしようという気持ちで、

さらに最近は聞き返していただくことで話のつかみにしようと考え、わざ

わざ“理学療法士”を強調するようにしています。このような状況を踏ま

えると、今回『石川保険医新聞』の紙面をお借りし、私たち“理学療法士”

のことを書かせていただく機会を与えていただいたことを、大変感謝して

おります。

さて、“理学療法士”（Physical Therapist以下略してPT）について話す

にあたり、避けて通れないのが“リハビリテーション”です。日常会話の

中では、「リハビリ行きますよー」などと理学療法や作業療法・言語療法

を受けに行くことを指す場合が多いようですが、実際は‘re’（再び）と

‘habilis’（適した・ふさわしい）と‘-ation’（～にすること）がその語源

であるといわれています。また、“rehabilitation”という言葉は、宗教的

な復権や犯罪者の社会復帰、職業訓練校における再教育など歴史的にも分

野的にも多様な使われ方をする意味深いものであるそうです。そうなると、

私たちが取り組む場合も、単に“リハビリ＝理学療法などの治療”にとど

まらず、医療分野、福祉分野などの専門家、そして、社会全体の理解と協

力のもと、広い視野で考えていく必要があると考えます。

そのような視点から、“リハビリテーション”を「医学的リハビリテー

ション」「職業的リハビリテーション」「教育的リハビリテーション」「社

会的リハビリテーション」などに分けて述べることもあります。

それではPTは、“リハビリテーション”においてどのような役割を担っ

ているのか。「入門リハビリテーション概論（中村編）」では、PTの仕事

について次のように説明されています。

『医師の指示のもとに、身体に障害のある者に治療体操などの運動（運

動療法）を行わせたり、電気刺激、マッサージ、温熱、その他の物理的手

段を加えて、主としてその基本的運動能力の回復を図る』。

この文章からは、「医学的リハビリテーション」がPTに期待されている

という印象を受けます。しかし、日本で理学療法士の国家試験が始まって

41年たった今、PTの活動分野は多様化しています。

次回は、PTが仕事をしている分野や内容についてまとめてみたいと思

います。

【編集部解説】PTおよびOTとは？
理学療法士（Physical Therapist；PT）および作業療法士（Occupational Therapist）
とは、「理学療法士及び作業療法士法」第１章の総則（この法律の目的）の第２条（定
義）において、以下のように定義されています。

■
第二条
この法律で「理学療法」とは、身体に障害のある者に対し、主としてその基本的動作
能力の回復を図るため、治療体操その他の運動を行なわせ、及び電気刺激、マッサージ、
温熱その他の物理的手段を加えることをいう。
2．この法律で「作業療法」とは、身体又は精神に障害のある者に対し、主としてその
応用的動作能力又は社会的適応能力の回復を図るため、手芸、工作その他の作業を行な
わせることをいう。
3．この法律で「理学療法士」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、理学療法士の名称
を用いて、医師の指示の下に、理学療法を行なうことを業とする者をいう。
4．この法律で「作業療法士」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、作業療法士の名称
を用いて、医師の指示の下に、作業療法を行なうことを業とする者をいう。

PT編 その① 

「はじめまして、“理学療法士”の○○です」 

理学療法士　曽山　薫（専門学校　金沢リハビリテーションアカデミー） 

第21回保団連医療研究集会 
全国保険医団体連合会は、今年10月7日から8日の日程で、第21回医療研究集会を東京で開催します。 

つきましては、以下のような内容で発表演題を募集しますのでご応募ください。 
（保団連医療研究集会企画委員会） 

開催日時と 
企画内容 

演題の 
申し込み 

応募演題 
の内容 

応募条件 

◆日時／2006年10月7日（土）18時～8日（日）15時半 
　分科会・ポスターセッションは10月8日（日）9時～12時 

◆会場／ホテル・ラングウッド（東京都・荒川区） 
◆メインテーマ 
築こう安全・安心の医療―患者・国民の思いに応えて 
◆共同調査 
糖尿病患者調査―現在調整中 

◆記念講演 
「人間を大事にする社会を目指して」（仮題） 
ジャーナリスト  大谷  昭宏 氏 
◆分科会テーマ（5テーマ8会場） 
第1分科会「在宅医療・介護」 
第2分科会「医科診療の研究と工夫」（2会場） 
第3分科会「歯科診療の研究と工夫」（2会場） 
第4分科会「公害・環境・職業病」 
第5分科会「医学史・医療運動史・医療と裁判」 
ポスターセッション 
◆特別企画 
第1企画／交流集会 
 「在宅における終末期医療を検証する」 
 ―住宅医療の普及と質の向上にむけて― 
第2企画／講演とワークショップ 
 「医療における男女共同参画社会とは」 
第3企画／シンポジウム 
 「より良く食べるはより良く生きる 
 ―咀嚼・口腔機能が創る全身の健康」（仮題） 

分科会・ポスターセッション演題募集 分科会・ポスターセッション演題募集演題募集 分科会・ポスターセッション演題募集 

演題発表者は、会員または会員との共同研究者であること。 
スタッフ等による共同研究は会員が共同研究者であること。 

（1）集会参加費 
□医師、歯科医師 ……………………8,000円 
□事務局 ………………………………2,000円 
□コ・メディカル、コ・デンタルなど ……500円 

（2）昼食代（8日昼） ………………………2,000円 

参加費等 

発表したい分科会（左記分科会）を指定して、所属協会へお申し
込みください。 

①日常診療の向上につながる内容であること。 
②日常診療を行う上で対応できないものや疑問を生じさせる内容で
ないこと。 
③上記①、②の観点にそって医科、歯科開業医の学問的にも、また
一般常識からみても良識の範囲内におさまる内容であること。 
④内容が営業活動に通じると企画委員会で判断したものは除外。 
※詳細は募集要項に記載。所属の保険医協会・医会にお申し込み下さい。 

第21回医療研究集会に関する連絡・問い合わせ先 
保団連医療研究集会担当事務局 TEL03-3375-5121
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１．論理や合理
数学の世界では、出発点はいつも、何

かの公理系です。世界中のみなが同じ出

発点を使います。したがって何の心配な

く、論理的に突き進むことができる。し

かし現実の世の中に、公理系というもの

は存在しません。それでも、本来、科学

技術の領域のみで有効な論理や合理を、

広く人間社会にまで適用してしまったの

です。

2．論理だけでは説明できないことがある
1931年にオーストリアの数学者クル

ト・ゲーテルが「不完全性定理（正しい

か正しくないかを論理的に判定できない

命題が存在する）」というものを数学的にも証明しました。つまり、重要

なことの多くが、論理では説明できません。論理は重要です。しかし、論

理だけではダメなのです。

にもかかわらず、戦後のわが国の学校では、論理的に説明できることだ

けを教えるようになりました。従って、最も大切なことがすっぽり欠落し

てしまったのです。論理ですべてを貫くというのは欧米の理想です。論理

で説明できない部分をしっかり教える、というのが日本の国柄であり、ま

たそこにわが国民の高い道徳の源泉があったのです。

3．論理には出発点が必要
論理というものを単純化して考えてみます。まずＡがあって、Ａならば

Ｂと続きます。このＡは、論理的帰結ではなく常に仮説なのです。そして、

この仮説を選ぶのは論理ではなく、主にそれを選ぶ人の情緒なのです。情

緒とは、論理以前のその人の総合力といえます。論理は重要であるけれど

も、出発点を選ぶと言うことはそれ以上に決定的なのです。

4．「市場原理主義」
なんでも市場に任せれば一番効率的である。前提は、「まず公平に戦い

ましょう」です。公平に戦った結果だから全然悪いところはない。勝者が

全部取って構わない。こういう論理です。

しかし、この論理は、「武士道精神」によれば「卑怯」に抵触します。

強い者が弱い者をやっつけることは卑怯である。論理的に正しいことと善

悪は別次元のことです。

5．「人間中心主義」を抑制する
人間中心主義というのは欧米の思想です。その裏側には拭いがたく「人

間の傲慢」が張り付いています。美しい情緒はこうした人間の傲慢を抑制

し、謙虚さを教えてくれる。「人間は偉大なる自然のほんの一部に過ぎな

い」ということを分からせてくれる。美しい情緒は、ささくれ立った心を

癒し、暗く沈んだ心に力を与えてくれます。心の安定化装置のような役割

もするのです。

のぼる君の のぼる君の 

国家の品格 国家の品格 
小島　登（内灘町・歯科） 

21

アメリカ化により、金銭至上主義に取り憑かれた日本人は、財力に

任せた法律違反すれすれのメディア買収を、卑怯とも下品とも思わな

くなってしまった。戦後、祖国への誇りや自信を失うように教育され、

すっかり足腰の弱っていた日本人は、世界に誇るべきわが国古来の

「情緒と形」をあっさり忘れ、欧米の「論理と合理」に身を売ってし

まった。「国家の品格」をなくしてしまった。振れすぎた振り子を見

直し、日本人の心を取り戻していただきたい。

●新潮新書
●191頁・18cm
●出版者：新潮社
（2005年11月20日出版）
●著者：藤原正彦
●価格：714円（税込）

【主催】九条の会・石川ネット／「輝け9条 ! 許すな改憲 ! 5.3石川県民集会」を成功させる会 
【連絡・お問い合わせ先】 金沢市大手町9-29 　社会法律センター気付 
 TEL 076-231-2110／FAX 076-267-8114

5月3日（水） 参加費1,000円 
石川厚生年金会館・大ホール 
石川県金沢市石引4-17-1 　TEL：076-222-0011／FAX：076-222-1358

◆講　　演 加藤  周一さん （評論家・「9条の会」結成呼びかけ人） 
演　題「私と憲法九条」 

◆立体講談 神田  香織さん 
演　目「はだしのゲン」 （原作：中沢啓治） 

◆スピーチ 

◆地元グループからのメッセージ 

上口  昌徳さん （元県議会議員） 
 

12：30 開　場 
13：00 オープニング 
13：30 開　演（16：30終了予定） 
 ※終了後、パレードを検討中 

5.3石川県民集会 
憲
法
が
生
ま
れ
て
60
年
。 

憲
法
改
悪
を
ね
ら
っ
て 

国
民
投
票
法
へ
の
動
き
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
む
今
、 

石
川
か
ら
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
!

審査の結果優秀賞とさせて頂きました。また写真賞とのダ

ブル受賞、おめでとうございます。 

すでにご承知のこととおもいますが、Bコースは、今回残念

ながら審査員による満票紙はなく最優秀賞は選出できません

でした。理由は審査員で慎重な議論を重ねましたが、どうし

てもトータル的な出来栄えという点での難点が候補紙にあっ

たからでした。 

これまで石川保険医新聞は、応募紙の中で他紙が８頁ない

し12頁に比べて、毎号24頁建てで大変な労作の機関紙である

と評価されてきていましたが、新聞編集力・読みやすさとい

う点で、いま一歩の評価でした。 

今号は、１面記事と写真が他紙を圧倒、見出しも「命の預

け合い、人・犬関係」でショットが大変良かった、わかり易

く編集され大変好感を受けた次第です。また６面のアスベス

ト特集は、この問題のすべてが正確にわかり易く編集され、

学習の手引きになるとの評価が出されました。これも編集に

関わってこられた皆さんの努力の成果といえると思います。

本当におめでとうございました。 

引き続きよい機関紙作り、読者に何をどう伝えるかを明確

にされて、ご活躍下さるよう期待しております。 

新年号コンクールの個別講評 新年号コンクールの個別講評 

『石川保険医新聞』  石川県保険医協会様 

日本機関紙協会新年号コンクール審査委員 

あかつき印刷　鈴木　明 
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● 連 絡 先 ● 

〒920-0364 石川県金沢市松島2‐164‐1 
電話・FAX（076）240-7195 

山田　博 方 

「グループホーム」事件を考える会 

その49

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
事
件
を
考
え
る
会 

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
事
件
を
考
え
る
会
事
務
局
　

山
田
　
博
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
百
二
十
人 

 

各
分
野
で
関
心
高
く 

月
に
一
度
集
ま
り 

 

事
件
に
つ
い
て
考
え
る 

「
殺
人
」
で
は
な
く 

 

「
致
死
」
の
可
能
性
大 

〝
人
ご
と
で
は
な
い
〞と 

 

会
場
か
ら
の
意
見
が 

120人が参加して開かれた同事件を考えるフォーラム
（3月5日・金沢勤労者プラザ）

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
事
件

を
考
え
る
会
は
、
昨
年
二
月
に

起
き
た
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た

か
ま
つ
事
件
」
は
「
殺
人
」
事

件
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
を

持
っ
た
人
た
ち
で
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

昨
秋
の
十
月
一
日
に
「
国
際

高
齢
者
年
・
石
川
N
G
O
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
で
井
上
英
夫
金
沢

大
学
教
授
が
、
こ
の
事
件
に
触

れ
て
問
題
提
起
さ
れ
た
（
本
紙

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
五
日
・

第
四
百
三
号
）
の
が
出
発
点
で

す
。
以
来
、
一
カ
月
に
一
度
の

割
合
で
、井
上
教
授
を
は
じ
め
、

こ
の
事
件
の
被
告
、
松
田
優
氏

の
弁
護
人
で
あ
る
奥
村
・
橋
本

両
弁
護
士
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
教

わ
り
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
き

て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
松
田
氏
が
一
審
判

そ
し
て
三
月
五
日
、「
福
祉

を
語
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
「
よ

り
よ
い
高
齢
者
介
護
を
め
ざ
し

て
〜
『
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た
か

ま
つ
』
事
件
を
考
え
る
〜
」
を

タ
イ
ト
ル
と
し
て
、
百
二
十
人

あ
ま
り
の
参
加
者
は
会
場
を
い

っ
ぱ
い
に
し
、
三
時
間
を
超
え

る
間
、
熱
心
に
聴
き
入
り
、
活

発
に
発
言
し
、
こ
の
事
件
を
問

題
に
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
件
の
核

心
点
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。

第
一
に
、
被
告
は
、「
寒
い

寒
い
」
と
い
う
被
害
者
に
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
を
近
づ
け
て
「
殺

害
」し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

彼
は
一
貫
し
て
「
殺
意
」
を
否

認
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
の
本
来
の
使
用
方

法
に
よ
っ
て
人
を
殺
す
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、
誰
も
考
え
な
い

こ
と
で
す
。

第
二
に
は
松
田
氏
は
、
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
を
近
づ
け
て
か

ら
、
台
所
に
戻
り
、
疲
れ
の
あ

ま
り
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

を
今
日
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
気
付
い
た
と
き
に
は
、
す

で
に
被
害
者
は
瀕
死
の
状
態

で
、
人
工
呼
吸
を
ほ
ど
こ
し
た

が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う

の
で
す
。
彼
は
責
任
の
重
大
さ

を
感
じ
て
、
自
死
を
企
て
て
い

る
の
で
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

こ
の
事
件
が
「
殺
人
」
で
は
な

く
「
致
死
」
事
件
で
あ
る
可
能

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
第
三
に
、
エ
ア
コ
ン

を
使
わ
ず
に
、
な
ぜ
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
を
使
っ
た
の
か
。
ま
た

松
田
氏
は
な
ぜ
疲
労
困
憊
し
て

寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
。
無

理
な
経
費
節
減
や
、
過
酷
な
労

働
条
件
と
い
う
、
管
理
運
営
上

の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
一
審
判
決

は
、
事
件
を
被
告
の
「
冷
酷
か

つ
悪
質
」
な
性
格
の
せ
い
に
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
事
件
・
事
故
を
二

決
（
八
月
十
日
、
金
沢
地
裁
、

懲
役
十
二
年
）
は
不
当
と
し
て

控
訴
し
た
こ
と
に
こ
た
え
、
第

二
審
の
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部

に
対
し
、
減
刑
嘆
願
書
の
署
名

を
、
会
の
取
り
組
み
と
し
て
集

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
六
千
人

を
超
え
る
署
名
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

フォーラムで講演に立つ
高木和美岐阜大学助教授

度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
井
上

教
授
も
言
う
よ
う
に
「
法
廷
外

で
の
こ
の
問
題
の
全
体
像
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
取
り
組
み
の

必
要
性
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
趣
旨
で
、
私
た
ち
の
会

は
、
三
月
五
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
冒
頭
、

飯
尾
良
英
中
部
学
院
大
学
教
授

は
、
「
『
あ
れ
は
自
分
で

は
・
・
・
』
と
思
う
人
が
多
い

の
で
は
な
い
か
」と
問
い
か
け
、

事
件
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
夜

間
一
人
で
十
二
人
を
ケ
ア
す
る

と
い
う
人
員
不
足
や
、
過
度
の

競
争
状
態
を
つ
く
り
出
し
た
行

政
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。

講
演
で
は
高
木
和
美
岐
阜
大

学
助
教
授
は
、
広
範
囲
な
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
の
介
護
労
働
者
は
相
互
の

連
携
と
連
帯
を
切
に
望
ん
で
い

る
こ
と
、「
登
録
さ
ん
」
な
ど

と
い
う
パ
ー
ト
労
働
の
矛
盾
な

ど
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
職
員
は
パ
ー
ト
が
多
く

報
酬
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
認
知
症
の
人
の
介
護
は

夜
間
一
人
で
は
困
難
な
こ
と
、

介
護
の
現
場
は
教
科
書
通
り
に

は
絶
対
い
か
な
い
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
事
件
は
人
ご

と
で
は
な
い
と
い
う
切
々
た
る

意
見
も
出
ま
し
た
。

最
後
に
、
弁
護
団
か
ら
一
審

判
決
の
不
当
不
法
性
が
報
告
さ

れ
、
控
訴
審
の
第
二
回
公
判
に

向
け
て
の
意
欲
が
話
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
果
を

引
き
継
ぎ
、「
福
祉
の
現
場
が

少
し
で
も
向
上
す
る
た
め

に
・
・
・
被
告
人
の
真
実
の
行

動
と
そ
の
社
会
的
意
味
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
」（
嘆
願
書
署

名
趣
意
書
）
こ
と
が
、
こ
の
会

の
今
後
の
役
割
で
は
な
い
か
と

私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
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言
論
抑
圧
と
官
僚
腐
敗 

寄　稿 

ロシアを旅して ロシアを旅して 
4回シリーズ・その④ 

石
倉
　
彰（
金
沢
市
・
脳
外
科
） 

（最終回） 

今
後
の
発
展
に
注
目 

今
後
の
発
展
に
注
目 

エカテリーナ宮殿内の黄金の縦列

原稿募集中 原稿募集中 
会員の先生はもちろん、読者の方々の原稿を随時募集して

います。本紙が、保健・医療・福祉にかかわる方々の交流の場
としての役割を果たせられれば幸いです。 
字数は６００字～８００字程度。詳しくは事務局の杉野までお

問い合わせください。 

編集部への連絡先は、 
１面の題字左側にあります。 
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一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命

が
起
き
る
ま
で
の
三
百
年
間
、

ロ
シ
ア
を
支
配
し
て
き
た
の
は

ロ
マ
ノ
フ
王
朝
で
あ
る
。
こ
の

間
、
四
人
の
女
帝
が
生
ま
れ
て

い
る
。
中
で
も
、
エ
カ
テ
リ
ー

ナ
Ⅱ
世
（
在
位
一
七
六
二
〜
一

七
九
六
年
）
は
最
も
影
響
力
を

示
し
た
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
郊
外
に
、
こ
の
女
帝
の
命

に
よ
り
、
一
七
五
六
年
に
完
成

し
た
豪
華
な
宮
殿
が
あ
る
。

歴
代
ロ
シ
ア
皇
帝
の
夏
の
離

宮
。
外
壁
の
鮮
や
か
な
水
色
、

真
っ
白
な
円
柱
、金
箔
と
彫
刻
、

黄
金
の
円
蓋
か
ら
な
る
離
宮

は
、
豪
華
絢
爛
で
周
囲
を
圧
す

る
風
格
が
あ
る
。

内
部
は
、
先
の
世
界
大
戦
で

ド
イ
ツ
軍
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、

修
復
中
の
も
の
も
あ
る
が
、
主

要
な
遺
産
は
復
元
さ
れ
て
い

る
。「

お
ろ
し
や
国
粋
夢
譚
」
に

書
か
れ
て
い
る
十
八
世
紀
末
、

大
黒
屋
光
太
夫
が
ロ
シ
ア
に
漂

着
し
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
Ⅱ
世
に

拝
謁
し
、「
オ
オ
・
ジ
ャ
コ
ウ

（
ま
あ
、
か
わ
い
そ
う
に
）」
と

言
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
八
百

平
方
メ
ー
ト
ル
の
『
大
広
間
』

は
、
完
全
に
復
元
さ
れ
、
観
る

も
の
を
圧
倒
す
る
。
こ
れ
よ
り

も
さ
ら
に
人
々
の
感
嘆
を
誘
う

の
が
『
琥
珀
の
間
』
で
あ
る
。

琥
珀
の
石
片
を
寄
せ
た
モ
ザ
イ

ク
板
を
内
装
に
使
っ
た
部
屋

で
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
の
花
と
言

わ
れ
る
。
復
元
に
五
・
七
ト
ン

の
原
石
が
使
わ
れ
た
と
い
う
。

街
中
で
は
薬
局
の
看
板
を
よ

く
み
る
。
医
薬
分
業
で
あ
り
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
は

国
家
予
算
で
ま
か
な
わ
れ
、
ロ

シ
ア
市
民
は
無
料
で
あ
る
。
し

か
し
、
設
備
は
不
十
分
で
、
最

先
端
の
医
療
機
器
は
少
な
く
、

重
い
病
や
ケ
ガ
で
は
、
西
欧
諸

国
へ
転
院
す
る
例
が
あ
る
と
い

う
。
邦
人
の
間
で
は
「
ロ
シ
ア

で
ケ
ガ
や
病
気
は
し
な
い
」
を

合
言
葉
に
、
日
ご
ろ
心
身
の
鍛

錬
が
専
ら
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
の
紹
介
で
行
く
土
産

物
店
は
、
外
部
か
ら
は
分
り
に

く
い
建
物
の
中
に
あ
る
。英
語
、

日
本
語
の
話
せ
る
売
り
子
が
相

手
し
て
く
れ
る
。
マ
ト
リ
ョ
ー

シ
カ
（
入
り
子
人
形
）、
琥
珀
、

キ
ャ
ビ
ア
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な

ど
が
売
れ
筋
の
よ
う
だ
。

会
話
の
中
か
ら
、
日
露
共
用

語
を
拾
っ
て
み
る
と
、
日
本
語

か
ら
ロ
シ
ア
語
と
な
っ
た
も
の

で
、
ジ
ュ
ウ
ド
ウ
、
カ
ラ
テ
、

イ
ケ
バ
ナ
（
生
け
花
）
、
ゴ

（
碁
）、
イ
ワ
シ
（
鰯
）、
レ
ン

ジ
ュ
（
連
珠
）
、
サ
ク
ラ

（
桜
）
・
・
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
の
学
校
で
日
本
の
歌

「
サ
ク
ラ
」
を
校
歌
と
し
て
い

る
学
校
も
あ
る
・
・
・
な
ど
、

ロ
シ
ア
語
で
日
本
語
と
な
っ
た

も
の
に
、
イ
ク
ラ
、
ノ
ル
マ
、

キ
オ
ス
ク
、
ピ
ロ
シ
キ
な
ど
が

あ
る
。
イ
ク
ラ
は
魚
卵
全
般
の

こ
と
で
、
日
本
で
い
う
イ
ク
ラ

は
、
ロ
シ
ア
で
は
、
レ
ッ
ド
キ

ャ
ビ
ア
と
な
る
。

最
近
の
ロ
シ
ア
経
済
は
、
統

制
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の
移

行
で
、
お
お
む
ね
順
調
と
い
わ

れ
る
。
二
〇
〇
四
年
の
上
半
期

を
み
る
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
プ
ラ
ス

七
・
四
％
、
原
油
、
天
然
ガ
ス

の
値
上
が
り
と
輸
出
増
加
で
、

外
貨
準
備
高
は
八
百
九
十
二
億

ド
ル
と
最
高
。内
需
は
建
設
業
、

家
庭
内
消
費
が
好
調
で
、
国
民

の
実
質
現
金
収
入
は
上
昇

（
九
・
八
％
）。
物
価
上
昇
率
、

イ
ン
フ
レ
指
数
は
減
少
し
て
い

る
と
い
う
。し
か
し
一
方
で
は
、

国
際
的
に
権
威
の
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

日
露
常
用
語

土
産
物

医
療
事
情

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
宮
殿

二
団
体
に
よ
る
「
汚
職
」
と

「
言
論
の
自
由
」
の
年
次
報
告

で
、
ロ
シ
ア
は
百
二
十
六
位
と

百
三
十
八
位
で
、
最
下
位
に
近

い
。プ

ー
チ
ン
大
統
領
の
強
権
統

治
下
で
、
言
論
抑
圧
と
官
僚
腐

敗
が
進
行
し
て
い
る
と
の
分
析

で
あ
る
。
今
回
の
旅
行
で
、
少

し
は
身
近
か
に
感
じ
た
こ
の
大

国
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
発
展

を
し
て
い
く
の
か
注
目
し
た

い
。以

上
、
短
期
間
の
旅
行
で
見

聞
し
、印
象
に
残
っ
た
事
柄
を
、

独
断
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。（
完
）
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ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
で

は
、
芸
術
性
か
ら
は
昨
年
亡

く
な
っ
た
同
じ
ロ
バ
ー
ト
・

ワ
イ
ズ
監
督
の
「
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
物
語
」
の
ほ
う
が
上

か
も
し
れ
な
い
が
、楽
し
さ
、

美
し
さ
、
そ
し
て
物
語
の
素

晴
ら
し
さ
で
は
、
こ
の
映
画

だ
。
ぼ
く
の
医
学
部
の
同
級

生
で
こ
の
映
画
が
か
か
っ
て

い
る
と
一
日
中
映
画
館
に
こ

も
る
と
い
う
人
が
い
た
。
昔

の
入
れ
替
え
な
し
の
時
代
に

で
き
る
芸
当
だ
が
、
今
の
ぼ

く
で
も
そ
う
で
き
た
ら
な
と

思
う
。

こ
れ
も
出
だ
し
が
い
い
。

カ
メ
ラ
が
雲
の
上
か
ら
ア
ル

プ
ス
の
高
峰
に
降
り
て
く

る
。
雪
の
断
崖
か
ら
緑
の
林

へ
と
移
り
、
鳥
の
さ
え
ず
り

が
聞
こ
え
る
。
そ
し
て
き
れ

い
な
湖
が
見
え
て
く
る
。
次

に
街
、
小
さ
な
お
城
の
上
を

通
っ
て
小
高
い
丘
に
降
り
て

き
て
、
修
道
女
マ
リ
ア
が
牧

場
で
あ
の
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
歌

い
だ
す
の
だ
。
こ
の
感
動
シ

ー
ン
は
ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
ス
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
風
圧
に
耐
え
て
踏
み
と
ど

ま
っ
て
立
っ
て
い
た
こ
と
で

生
ま
れ
た
の
だ
（
何
回
も
吹

き
飛
ば
さ
れ
た
末
に
）。

厳
し
い
修
行
に
つ
い
て
い

け
な
い
ノ
ン
ベ
ル
ク
修
道
院

の
見
習
い
シ
ス
タ
ー
だ
っ
た

マ
リ
ア
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

海
軍
の
退
役
大
佐
ト
ラ
ッ
プ

男
爵
一
家
の
も
と
へ
家
庭
教

師
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。
母

を
亡
く
し
、
厳
し
い
し
つ
け

の
父
親
の
も
と
家
庭
教
師
嫌

い
に
な
っ
た
七
人
の
子
ど
も

た
ち
に
持
ち
前
の
前
向
き

さ
、
ひ
た
む
き
さ
、
そ
し
て

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
向
き
合

い
、
子
ど
も
た
ち
の
信
任
を

得
て
、
つ
い
に
婚
約
者
が
い

た
大
佐
と
も
結
ば
れ
た
。
し

か
し
、
ナ
チ
ス
に
召
集
さ
れ

た
夫
と
と
も
に
、
ス
イ
ス
に

脱
出
す
る
た
め
に
偽
装
し
て

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
演
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
愛
を

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」
の
歌

に
表
現
し
一
等
賞
を
と
る

が
、
授
賞
式
の
間
に
逃
げ
出

し
て
マ
リ
ア
の
い
た
修
道
院

に
、
途
中
か
く
ま
っ
て
も
ら

い
、
追
っ
手
を
ま
い
て
ス
イ

ス
に
脱
出
し
、
ア
メ
リ
カ
に

亡
命
す
る
。

こ
の
実
話
を
も
と
に
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

と
し
て
当
た
り
、
そ
し
て
映

画
化
さ
れ
た
。
舞
台
と
な
っ

た
美
と
芸
術
の
町
ザ
ル
ツ
ブ

ル
グ
（
一
九
九
六
年
に
世
界

遺
産
に
指
定
さ
れ
た
）
な
ど

に
ロ
ケ
し
て
作
ら
れ
た
。
そ

し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
化

し
よ
う
と
し
て
い
た
時
期

に
、
舞
台
が
の
ど
か
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
、
一
九
三
〇
年
後

半
の
ナ
チ
ス
に
占
領
さ
れ
る

前
後
の
最
後
の
黄
金
期
の
オ

ー
ス
ト
リ
ア
を
想
定
し
て
お

り
、
古
き
よ
き
時
代
の
楽
し

い
良
心
の
映
画
と
い
う
何
か

因
縁
め
い
た
も
の
を
感
じ

る
。原

作
と
作
詞
・
作
曲
は
ロ

ジ
ャ
ー
ス
と
ハ
マ
ー
ス
タ
イ

ン
で
、
前
の
二
曲
に
加
え
て

「
ド
レ
ミ
の
歌
」「
も
う
す
ぐ

十
七
歳
」「
私
の
お
気
に
入

り
」「
す
べ
て
の
山
に
登
れ
」

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
羊
飼
い
」

な
ど
、
名
曲
の
数
々
。
ジ
ュ

リ
ー
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
。

ト
ラ
ッ
プ
一
家
の
七
人
の
子

ど
も
た
ち
も
魅
力
的
に
歌
っ

て
お
り
、
彼
ら
子
役
た
ち
は

実
際
も
仲
が
よ
く
、
現
在
ま

で
交
流
が
続
い
て
い
る
ら
し

い
。
大
佐
役
の
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ー
・
プ
ラ
マ
ー
も
渋
い
歌

声
。
修
道
院
院
長
に
扮
す
る

ペ
ギ
ー
・
ウ
ッ
ド
も
マ
リ
ア

を
や
さ
し
く
導
い
て
い
く
熱

演
（
た
だ
し
歌
は
吹
き
替

え
）。
編
集
者
か
ら
名
監
督

に
な
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ワ
イ

ズ
は
、
こ
の
映
画
で
も
ア
カ

デ
ミ
ー
作
品
賞
と
監
督
賞
を

受
賞
し
た
。

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑬ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

【
監
督
】ロ
バ
ー
ト
・
ワ
イ
ズ 

【
出
演
】ジ
ュ
リ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス 

 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
マ
ー 

一
九
六
五
年（
米
） 
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持
駒
　
金
銀
銀
銀 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で中級者 
〈ヒント〉 眼を取る手筋です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉飛車を取るタイミング。 
 10分で1級。 

123456
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二 

三 

四 

五 
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七 

一 

二 
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四 

五 

六 

七 

八 

九 

8 97654321

玉 

銀 
角 

歩 
歩 歩 飛 

竜 

香 

歩 
歩 

原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

ラ
ス
ベ
ガ
ス
近
郊
の
大
自
然 

ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
言
え
ば
、
砂

漠
の
中
に
で
き
た
巨
大
な
人
工

都
市
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
よ
う
で
す
。
確
か
に
ラ
ス
ベ三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 

１８ 

ガ
ス
の
中
心
部
は
、
人
工
の
火

山
や
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
噴
水

の
あ
る
人
造
湖
が
あ
っ
た
り
、

ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル
に
さ
え
砂
浜

を
作
っ
て
人
工
の
波
を
作
っ
た

り
と
、
ま
さ
に
人
工
物
の
オ
ン

パ
レ
ー
ド
と
い
っ
た
感
が
あ

り
、
大
自
然
と
は
ま
っ
た
く
無

縁
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
近
郊
に
は
ほ
と
ん

ど
手
付
か
ず
と
い
っ
て
い
い
よ

う
な
自
然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
て
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
そ
れ
ら

を
訪
れ
る
観
光
の
起
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
ば
か

り
で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
派

に
と
っ
て
も
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
無

視
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

筆
者
も
ラ
ス
ベ
ガ
ス
初
心
者

（
？
）
の
こ
ろ
に
は
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
近
く
の
大
自
然
の
風
景

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。ま
ず
、

な
ん
と
行
っ
て
も
一
番
に
あ
げ

な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
有

名
過
ぎ
る
ほ
ど
有
名
な
グ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
す
。
バ
ス
に

乗
っ
て
ホ
テ
ル
を
出
て
ほ
ん
の

十
〜
二
十
分
程
度
の
空
港
か
ら

小
型
機
で
観
光
が
で
き
ま
す
。

飛
行
機
か
ら
下
を
見
る
だ
け
の

半
日
ツ
ア
ー
、
飛
行
機
を
降
り

て
実
際
に
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ

ン
内
を
バ
ス
で
移
動
し
、
数
カ

所
の
ポ
イ
ン
ト
を
数
時
間
か
け

て
回
る
一
日
ツ
ア
ー
、
時
間
の

余
裕
の
あ
る
人
に
は
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
の
夕
日
も
日
の
出

も
楽
し
め
る
一
泊
二
日
ツ
ア

ー
、
さ
ら
に
は
小
型
飛
行
機
が

ど
う
も
苦
手
と
い
う
人
向
き
の

バ
ス
日
帰
り
十
五
時
間
ツ
ア
ー

と
い
う
も
の
ま
で
あ
り
、
時
間

的
経
済
的
余
裕
と
お
好
み
に
合

わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
よ
う
で
す
。

筆
者
は
日
本
語
ガ
イ
ド
付
き

の
一
日
ツ
ア
ー
を
利
用
し
た
の

で
す
が
、
世
界
有
数
の
景
勝
地

だ
け
あ
っ
て
も
の
す
ご
い
眺
め

で
す
。
社
会
科
の
教
科
書
か
何

か
で
写
真
を
見
た
こ
と
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
大
き
さ
と

い
っ
た
ら
と
て
も
表
現
で
き
ま

せ
ん
。
と
に
か
く
「
一
度
は
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
し
か

言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ラ
ド
川
の
侵
食
に
よ
っ
て
で

き
た
地
形
と
の
こ
と
で
す
が
、

こ
の
地
形
に
な
る
の
に
ど
の
く

ら
い
の
時
間
が
か
か
っ
た
の
か

と
思
う
と
、
自
然
に
対
す
る
畏

怖
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
難
点
を
言
え
ば
食

事
が
あ
ま
り
美
味
し
く
な
か
っ

た
の
と
小
型
飛
行
機
が
ち
ょ
っ

と
怖
か
っ
た
こ
と
で
す
。
前
も

っ
て
も
う
少
し
情
報
を
集
め

て
、
少
し
値
段
が
高
く
て
も
パ

イ
ロ
ッ
ト
二
人
乗
務
の
ツ
ア
ー

に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
筆
者
は
一
人
乗
務
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
す
ぐ
後
ろ
の
席
だ

っ
た
の
で
、
眺
め
は
と
て
も
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
目
の
前
に

あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
頭
の
中
で

く
も
膜
下
出
血
な
ん
か
が
起
こ

っ
た
ら
き
っ
と
誰
も
助
か
ら
な

い
だ
ろ
う
な
・
・
・
な
ど
と
、

つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

観
光
が
終
わ
り
ラ
ス
ベ
ガ
ス

の
空
港
に
も
ど
っ
て
く
る
と
き

も
、
最
終
着
陸
の
と
き
に
機
体

が
か
な
り
右
に
傾
い
て
い
ま
し

た
。
何
と
か
無
事
着
陸
し
た
の

で
す
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
首
筋

に
玉
の
汗
が
光
っ
て
い
た
よ
う

に
も
見
え
ま
し
た
が
、
あ
れ
は

見
間
違
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
・
・
・
。
こ
ん
な
こ
と
を
書

く
と
不
安
に
な
る
読
者
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な
く

と
も
筆
者
の
知
る
限
り
、
事
故

の
話
は
聞
き
ま
せ
ん
。

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
以
外

に
も
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
中
心
か
ら

車
で
ほ
ん
の
二
〜
三
時
間
の
と

こ
ろ
に
、
ほ
ぼ
手
付
か
ず
の
自
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ご案内 
全国より約2000人の言語聴覚士が金沢に集う予定です。 

市民公開プログラム（参加無料）があります。多数のご来場をお待ちしています。 

会　期 

会　場 

2006年5月20日（土）・21日（日） 

〈メイン会場〉石川県立音楽堂 
（JR金沢駅東口より徒歩1分） 

〈サブ会場〉金沢市アートホール・ 
金沢駅もてなしドーム地下ふれあい広場 

テーマ 「地域における言語聴覚士の役割 
―コミュニケーション障害のある人の生活支援―」 

学会長 石川県言語聴覚士会　会長　勝木　準（やわたメディカルセンター） 
参加費 会員・会友／10,000円　学生／4,000円　非会員／13,000円 

（言語聴覚士以外の職種の方の学会参加も歓迎いたします。なお、市民公開プログラムのみの参加は無料です。） 

メインプログラム 音楽堂コンサートホール、邦楽ホール、交流ホール 
【特別講演1】 「障害のある人の生活を支える視点―ノーマライゼーションと人権―」 
 ●講師　金沢大学法学部法政学科　共生社会論大講座　教授 
 　　　　井上　英夫 先生 
【特別講演2】 「認知症の予防、早期診断、早期介入」　 
　　　　 ●講師　東北大学大学院医学系研究科高齢者高次脳医学　教授 
 　　　　目黒　謙一 先生　 
【シンポジウム1】 「在宅高齢者への支援」 
【シンポジウム2】 「成長時期ごとの小児・保護者への支援」 
【教育セミナー】 「軽度の言語聴覚障害児を見逃すな」　　　 
【一般演題・ポスター演題】合計200題 
【生涯学習講座】 

一般公開プログラム （別紙公開プログラムチラシをご覧下さい） 
【公開展示】 金沢駅もてなしドーム地下　ふれあい広場 
 「ご存知ですか、言語聴覚士のこと、コミュニケーション障害のこと」 
 同時開催／関連企業展示および書籍展示 
【演　　劇】 「ユタとふしぎな仲間たち」上演とアフタートーク　 
　　　　 金沢市アートホール 
 劇･あそび･表現活動Ten seeds 
 発達障害のある子どもたちの演劇上演　 
【市民公開講座「高齢者の食を考える」】県立音楽堂　邦楽ホール　＊手話通訳つき＊ 
 ・嚥下障害を防ぐ―いつまでも安全に食べるために 
 ●講師　矢守　麻奈 先生（大阪河　リハビリテーション大学　言語聴覚学専攻） 
 ・在宅医療を栄養で支える 
  ―「あらゆる経口摂取レベルに対応する」をポリシーに 
 ●講師　小川　滋彦 先生（小川医院　院長） 
 　　　　手塚　波子 先生（小川医院　管理栄養士） 
 ・誤嚥性肺炎と口腔ケア―口腔ケアの必要性とその実際 
 ●講師　中新　敏彦 先生（やわたメディカルセンター　歯科口腔外科医長） 
 ●第7回日本言語聴覚学会事務局： 
独立行政法人国立病院機構　金沢医療センター　音声言語室　担当：村上美矢子 
Email:gakkai7@kinbyou.hosp.go.jp 　FAX:　076-222-2758 
学会ホームページ　URL:http://square.umin.ac.jp/jas7th/

保険医協会も後援しています。 

然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代

表
は
ザ
イ
オ
ン
国
立
公
園
で

す
。
こ
ち
ら
は
知
名
度
か
ら
い

う
と
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
に

及
び
ま
せ
ん
が
、
世
界
中
か
ら

観
光
客
が
訪
れ
る
と
の
こ
と
で

知
ら
な
い
の
は
日
本
人
だ
け
と

い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
が
主
に
風
景
を

「
上
か
ら
見
お
ろ
す
」
形
に
な

る
の
に
対
し
て
、

ザ
イ
オ
ン
の
方
は
、

崖
を
間
近
か
ら

「
上
を
見
上
げ
る
」

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も

楽
し
め
ま
す
し
、

切
り
立
っ
た
崖
に

は
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

マ
ー
の
姿
を
見
る

こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
は
い
ろ
い
ろ

な
顔
が
あ
っ
て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

以
外
で
も
と
て
も
魅
力
的
な
街

で
す
。
ご
旅
行
を
さ
れ
る
予
定

が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
行
き
先

の
候
補
の
一
つ
に
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
も
の
と
し
て
は
望

外
の
喜
び
で
す
。




